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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　計算装置であって、
　記憶装置に接続するように構成されたインターフェイスと、
　プロセッサであって、
　　前記記憶装置が前記計算装置に結合される時に前記記憶装置に格納されている複数の
コンフィギュレーション命令に関連付けられている複数のコンフィギュレーションのうち
からコンフィギュレーションを選択し、
　　前記コンフィギュレーションに関連付けられているコンフィギュレーション命令を前
記記憶装置から取り出し、
　　前記計算装置に格納されている複数のプログラムアプリケーションのうちの１つを起
動し、前記起動されているプログラムアプリケーションは前記コンフィギュレーション命
令に関連付けられ、かつ
　前記コンフィギュレーション命令を前記プログラムアプリケーションに送るように操作
可能なプロセッサと、
　を備える計算装置。
【請求項２】
　請求項１記載の計算装置において、
　前記コンフィギュレーションは、前記計算装置に格納されている情報に基づいて選択さ
れる計算装置。
【請求項３】
　請求項２記載の計算装置において、
　前記情報は、ディスプレイのスクリーンサイズである計算装置。
【請求項４】
　請求項１記載の計算装置において、
　前記計算装置は、携帯電話である計算装置。
【請求項５】
　請求項１記載の計算装置において、
　前記コンフィギュレーション命令は、前記プログラムアプリケーションに関連付けられ
たパラメータである計算装置。
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【請求項６】
　請求項１記載の計算装置において、
　前記コンフィギュレーション命令は、前記プログラムアプリケーションに関連付けられ
たコマンドである計算装置。
【請求項７】
　請求項１記載の計算装置において、
　前記コンフィギュレーション命令はコンフィギュレーションファイルに格納され、前記
コンフィギュレーションファイルは前記コンフィギュレーションに関連付けられる計算装
置。
【請求項８】
　請求項１記載の計算装置において、
　前記記憶装置は、前記複数のコンフィギュレーションに関連付けられている複数のコン
フィギュレーション命令を記憶するように構成される計算装置。
【請求項９】
　請求項１記載の計算装置において、
　前記プログラムアプリケーションは、前記記憶装置が前記計算装置に結合された後に起
動される計算装置。
【請求項１０】
　プログラムアプリケーションを起動するための方法であって、
　計算装置で実行するステップであって、
　　記憶装置が前記計算装置に結合される時に前記記憶装置に格納されている複数のコン
フィギュレーション命令に関連付けられている複数のコンフィギュレーションのうちから
コンフィギュレーションを選択するステップと、
　　前記コンフィギュレーションに関連付けられているコンフィギュレーション命令を前
記記憶装置から取り出すステップと、
　　前記計算装置に格納されている複数のプログラムアプリケーションのうちの１つを起
動するステップであって、前記起動されているプログラムアプリケーションは前記コンフ
ィギュレーション命令に関連付けられるようにした起動するステップと、
　　前記コンフィギュレーション命令を前記プログラムアプリケーションに送るステップ
と、を計算装置で実行するステップを含む方法。
【請求項１１】
　請求項１０記載の方法において、
　前記コンフィギュレーションは、前記計算装置に関連付けられている情報に基づいて選
択される方法。
【請求項１２】
　請求項１０記載の方法において、
　前記情報は、前記計算装置においてホストされる１つのタイプのオペレーティングシス
テムである方法。
【請求項１３】
　請求項１０記載の方法において、
　前記コンフィギュレーション命令は、前記プログラムアプリケーションに関連付けられ
たパラメータである方法。
【請求項１４】
　請求項１０記載の方法において、
　前記コンフィギュレーション命令は、前記プログラムアプリケーションに関連付けられ
たコマンドである方法。
【請求項１５】
　請求項１０記載の方法において、
　前記コンフィギュレーション命令はコンフィギュレーションファイルに格納され、前記
コンフィギュレーションファイルは前記コンフィギュレーションに関連付けられる方法。
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【請求項１６】
　請求項１０記載の方法において、
　前記プログラムアプリケーションは、前記記憶装置が前記計算装置に結合された後に起
動される方法。
【請求項１７】
　プログラムアプリケーションを起動するための方法であって、
　計算装置で実行するステップであって、
　　記憶装置が前記計算装置に取り外し可能に結合されることを示すメッセージを受け取
るステップと、
　　前記記憶装置に格納されている複数のコンフィギュレーション命令に関連付けられて
いる複数のコンフィギュレーションのうちからコンフィギュレーションを選択するステッ
プと、
　　前記複数のコンフィギュレーション命令のうちから、前記選択されたコンフィギュレ
ーションに関連付けられている１つ以上のコンフィギュレーション命令を取り出すステッ
プと、
　　前記コンフィギュレーションに関連付けられている前記１つ以上のコンフィギュレー
ション命令のうちからのコンフィギュレーション命令のセレクションを受け取るステップ
と、
　　前記計算装置に格納されている複数のプログラムアプリケーションのうちの１つを起
動するステップであって、前記起動されているプログラムアプリケーションは前記コンフ
ィギュレーション命令に関連付けられるようにした起動するステップと、
　　前記選択されたコンフィギュレーション命令を前記プログラムアプリケーションに送
るステップと、を計算装置で実行するステップを含む方法。
【請求項１８】
　請求項１７記載の方法において、
　前記コンフィギュレーション命令はメニューから選択され、前記メニューは前記コンフ
ィギュレーションに関連付けられている前記１つ以上のコンフィギュレーション命令を選
択するために表示するように構成される方法。
【請求項１９】
　請求項１７記載の方法において、
　前記コンフィギュレーションは、前記計算装置に関連付けられている情報に基づいて選
択される方法。
【請求項２０】
　請求項１７記載の方法において、
　前記コンフィギュレーション命令は、前記プログラムアプリケーションに関連付けられ
たパラメータである方法。
【請求項２１】
　請求項１７記載の方法において、
　前記コンフィギュレーション命令は、前記プログラムアプリケーションに関連付けられ
たコマンドである方法。
【請求項２２】
　請求項１７記載の方法において、
　前記コンフィギュレーションに関連付けられている前記１つ以上のコンフィギュレーシ
ョン命令はコンフィギュレーションファイルに格納され、前記コンフィギュレーションフ
ァイルは前記コンフィギュレーションに関連付けられる方法。
【請求項２３】
　請求項１７記載の方法において、
　前記コンフィギュレーション命令は、前記プログラムアプリケーションがテキストを表
示することを可能にするように構成される方法。
【請求項２４】
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　プログラムアプリケーションを起動するための方法であって、
　計算装置で実行するステップであって、
　　記憶装置が前記計算装置に結合されることを示すメッセージを受け取るステップと、
　　前記計算装置から情報を受け取るステップと、
　　前記情報に基づいて前記記憶装置に格納されている複数のコンフィギュレーション命
令に関連付けられている複数のコンフィギュレーションのうちからコンフィギュレーショ
ンを選択するステップと、
　前記記憶装置から前記コンフィギュレーションに関連付けられている１つ以上のコンフ
ィギュレーション命令を取り出すステップと、
　前記１つ以上のコンフィギュレーション命令のうちからのコンフィギュレーション命令
のセレクションを受け取るステップと、
　複数のプログラムアプリケーションのうちの１つを前記コンフィギュレーション命令に
関連付けるステップと、
　前記コンフィギュレーション命令に関連付けられている前記プログラムアプリケーショ
ンを起動するステップと、
　前記コンフィギュレーション命令を前記プログラムアプリケーションに送るステップと
、を計算装置で実行するステップを含む方法。
【請求項２５】
　請求項２４記載の方法において、
　前記コンフィギュレーション命令はメニューから選択され、前記メニューは前記コンフ
ィギュレーションに関連付けられている前記１つ以上のコンフィギュレーション命令を選
択するために表示するように構成される方法。
【請求項２６】
　請求項２４記載の方法において、
　前記複数のコンフィギュレーション命令は複数のコンフィギュレーションファイルに格
納され、前記複数のコンフィギュレーションファイルの各々はそれぞれ異なるコンフィギ
ュレーションに関連付けられる方法。
【請求項２７】
　請求項２４記載の方法において、
　前記プログラムアプリケーションは、前記第１の記憶装置が前記計算装置に結合された
後に起動される方法。
【請求項２８】
　請求項２４記載の方法において、
　前記メッセージは、前記計算装置においてホストされるオペレーティングシステムから
送られる方法。
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